
建設産業特集

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
は
東

北
３
県
で
推
計
約
２
３
０
０
万

。
被
災
者
の
生
活

再
建
に
向
け
、
ひ
と
ま
ず
市
街
地
や
住
宅
地
か
ら
は

撤
去
さ
れ
た
が
、
市
町
村
の
仮
置
き
場
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
が
れ
き
は
最
低
で
も
通
常
の
廃
棄
物
発
生
量

の
十
数
年
分
と
さ
れ
る
。
が
れ
き
の
山
を
解
消
し
な

け
れ
ば
、
復
興
は
果
た
し
得
な
い
。
鹿
島
を
代
表
と

す
る
共
同
企
業
体

Ｊ
Ｖ

が
受
注
し
た
宮
城
県
石

巻
市
な
ど
２
市
１
町
の
６
８
５
万

を
は
じ
め
、
３

年
以
内
の
処
理
完
了
を
目
指
す
が
れ
き
処
理
は
建
設

業
界
を
挙
げ
た
総
力
戦
の
様
相
だ
。

三井住友建設が設置した福島県除染技
術実証事業の処理プラント（伊達市）

がれき処理には再資源化が求められ
ている（撮影地は宮城県東松島市

「３年以内完了」目指し総力戦東日本復興へがれき処理急務
選
別
し
再
資
源
化
路
盤
材
や
ボ
ー
ド
材
原
料
に

福
島
で
除
染
作
業
効
率
的
な
方
法
実
証
も
進
む

　
津
波
が
も
た
ら
し
た
震
災

の
２
次
被
害
、
福
島
県
で
起

こ
っ
た
原
発
事
故
で
も
ゼ
ネ

コ
ン
が
持
ち
前
の
機
動
力
を

発
揮
し
て
い
る
。
原
発
建
設

に
直
接
か
か
わ
っ
た
大
手
各

社
は
東
京
電
力
の
要
請
に
応

え
、
直
ち
に
支
援
要
員
を
送

り
込
ん
で
応
急
措
置
に
対

応
。
昨
秋
に
は
清
水
建
が
伝

統
木
造
建
築
の
嵌
合

か
ん

ご
う

は
め
合
い

技
術
を

応
用
し
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る

遠
隔
作
業
で
放
射
性
物
質
の

飛
散
を
防
ぐ
原
子
炉
建
屋
カ

バ
ー
を
設
置
し
た
。

　
原
発
周
辺
の
高
濃
度
放
射

能
汚
染
地
域
で
は
大
成
建

設
、
鹿
島
、
大
林
組
の
各
社

を
代
表
と
す
る
三
つ
の
Ｊ
Ｖ

が
本
格
的
な
除
染
に
向
け
た

除
染
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
進

め
る
。
大
成
建
は
ハ
ザ
マ
、

日
本
国
土
開
発
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
、
ア
ト
ッ
ク
ス

東

京
都
中
央
区

、
関
場
建
設

福
島
県
南
相
馬
市

の
６

社
Ｊ
Ｖ
、
鹿
島
は
日
立
プ
ラ

ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
三
井

住
友
建
設
の
３
社
Ｊ
Ｖ
、
大

林
組
は
戸
田
建
設
、
ア
ト
ッ

ク
ス
、
日
立
造
船
、
ア
タ
カ

大
機
の
５
社
Ｊ
Ｖ
で
作
業
に

臨
む
。

　
同
事
業
は
年
間
被
ば
く
量

以
下
を
実
現
す
る
た

め
、
政
府
が
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構

原
子
力
機

構

を
通
じ
民
間
か
ら
効
率

的
・
効
果
的
な
除
染
方
法
を

募
っ
た
も
の
。
半
径

圏
の
警
戒
区
域
お
よ
び
北
東

側
に
延
び
る
計
画
的
避
難
区

域
の

市
町
村
を
対
象
に
、

各
市
町
村
約

の
規
模
で

作
業
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
Ｊ
Ｖ
は
具
体
的
に
森
林
、

農
地
、
宅
地
、
大
型
建
造
物

・
建
物
、
道
路
に
つ
い
て
３

段
階
の
汚
染
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
除
染
方
法
を
提
案
し
、
優

位
性
が
認
め
ら
れ
た
。

　
原
子
力
機
構
は
実
証
事
業

に
併
せ
て
新
た
な
除
染
方
法

の
有
効
性
を
評
価
す
る
除
染

技
術
実
証
試
験
事
業

件
も

採
択
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験

を
通
じ
て
評
価
中
。
こ
ち
ら

は
有
望
株
を
発
掘
し
て
実
用

化
に
つ
な
げ
、
除
染
作
業
に

弾
み
を
つ
け
る
狙
い
だ
。

　
ま
た
、
福
島
県
も
独
自
に

福
島
県
除
染
技
術
実
証
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
選
定
さ

れ
た

件
に
は
竹
中
工
務

店
、
清
水
建
、
三
井
住
友

建
、
西
松
建
な
ど
が
入
っ
て

い
る
。

　
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
３
県
の
中
で
も
、
が
れ

き
推
計
量
が
約
１
６
０
０
万

と
最
大
の
宮
城
県
。
仙
台

平
野
を
襲
っ
た
津
波
が
家
々

を
飲
み
込
ん
で
い
く
映
像
は

あ
ま
り
に
衝
撃
的
だ
っ
た
。

同
県
は
昨
年
５
月
に
策
定
し

た
「
災
害
廃
棄
物
処
理
指

針
」
で
被
災
地
か
ら
１
年
を

め
ど
に
が
れ
き
を
搬
出
し
、

３
年
以
内
に
処
理
を
終
え
る

基
本
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

６
月
に
は
が
れ
き
処
理
場
と

も
な
る
２
次
仮
置
き
場
を
県

内
５
カ
所
に
設
置
す
る
こ
と

を
決
定
。
翌
７
月
、
ま
ず
石

巻
市
な
ど
２
市
１
町
の
が
れ

き
６
８
５
万

に
つ
い
て
入

札
金
額
と
と
も
に
技
術
的
な

内
容
を
問
う
企
画
競
争

プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
処
理

事
業
者
を
募
っ
た
。

　
有
識
者
を
交
え
た
２
回
の

審
査
委
員
会
を
経
て
８
月
下

旬
、
業
務
委
託
者
に
決
ま
っ

た
の
は
鹿
島
の
９
社
Ｊ
Ｖ
。

構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
清
水
建

設
、
西
松
建
設
、
佐
藤
工
業

東
京
都
中
央
区

、
飛
島

建
設
、
竹
中
土
木
、
若
築
建

設
と
ゼ
ネ
コ
ン
が
名
を
連

ね
、
そ
こ
に
地
元
企
業
２
社

が
加
わ
る
。

　
が
れ
き
処
理
は
２
次
仮
置

き
場
内
に
選
別
・
破
砕
プ
ラ

ン
ト
を
設
置
し
て
焼
却
ま
で

行
う
が
、
最
終
処
分

埋
め

立
て

量
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
必
須
条
件
。
徹
底
し

た
再
資
源
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
は

盛
土
の
基
盤
材
や
路
盤
材
と

し
て
復
興
資
源
に
な
り
、
廃

木
材
も
燃
料
だ
け
で
な
く
チ

ッ
プ
状
に
破
砕
し
て
家
具
な

ど
に
使
わ
れ
る
ボ
ー
ド
材
原

料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　
鹿
島
の
塚
田
高
明
執
行
役

員
環
境
本
部
長
は
「
膨
大
な

量
に
加
え
て

津
波
に
よ
る

塩
分
や
油
分
な
ど

質
の
困

難
さ
も
か
つ
て
な
い
レ
ベ

ル
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

東
海
豪
雨
な
ど
の
災
害
廃
棄

物
を
処
理
し
て
き
た
実
績
・

技
術
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
加
工
に
よ
り
廃
棄
物
を
資

源
に
変
え
て
復
興
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ２月２２日 水曜日 　　


